
あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
は

「
石
原
都
政
は
、
災
害
は
自

己
責
任
と
防
災
予
算
を
半
分

に
減
ら
し
な
が
ら
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
大
型
幹
線
道
路
に

は
都
民
の
税
金
を
つ
ぎ
込
も

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た

豊
洲
へ
の
築
地
市
場
移
転

は
食
の
安
全
上
許
せ
ま
せ

ん
。
反
対
を
貫
い
て
い
る

の
は
共
産
党
だ
け
」
と
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。

吉
良
よ
し
子
予
定
候
補

は
「
深
刻
な
若
者
の
就
職

難
の
な
か
、
若
者
が
希
望

が
も
て
る
政
治
を
」
と
立

候
補
の
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。吉

田
と
し
お
15
区
予
定

候
補
は
、
「
年
金
切
り
下
げ
、
国

保
・
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
な
ど

社
会
保
障
の
切
り
捨
て
、
そ
の
上

消
費
税
の
増
税
な
ど
許
せ
な
い
」

と
述
べ
「
私
自
身
福
島
出
身
だ
か

ら
こ
そ
原
発
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の

あ
た
り
に
し
て
い
ま
す
。
野
田
政

権
の
大
飯
原
発
の
再
稼
働
や
め
さ

せ
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
を
」
と
訴
え

ま
し
た
。

宮
本
徹
衆
院
比
例
予
定
候
補
は

「
原
発
の
無
い
日
本
、
子
ど
も
た

ち
が
希
望
が
も
て
る
日
本
に
」
と

呼
び
か
け
「

福
島
浪
江
町
の
小

中
学
校
の
生
徒
１
７
０
０
人
の
半

分
は
全
国
各
地
に
バ
ラ
バ
ラ
。
家

族
・
友
だ
ち
に
会
い
た
い
と
願
っ

て
い
る
。
狭
山
茶
な
ど
風
評
被
害

も
含
め
農
業
・
漁
業
も
深
刻
。

今
、
政
府
は
大
飯
原
発
を
再
稼

働
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
風
土

記
に
よ
れ
ば
若
狭
湾
に
は
か
っ
て

40
㍍
津
波
が
来
た
こ
と
が
あ
り
安

全
と
い
え
な
い
。
原
発
の
再
稼
働

は
許
さ
な
い
」
。

さ
ら
に
「
消
費
税
増
税
は
国
民

の
暮
ら
し
、
経
済
、
財
政
も
壊
す

事
は
明
ら
か
」
と
の
べ
「
財
源
は

無
駄
遣
い
を
や
め
大
企
業
・
大
金

持
ち
か
ら
応
分
の
負
担
を
求
め
、

『
国
民
の
所
得
を
増
や
す
経
済
改

革
』
こ
そ
景
気
回
復
、
税
の
増
収

出
発
式
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
行

わ
れ
る
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
度
の

総
選
挙
で
増
税
勢
力
に
き
び
し
い

審
判
を
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。

各
弁
士
は
、
暑
い
日
差
し
の
な

か
で
２
５
０
余
名
の
聴
衆
の
拍
手

に
応
え
て
い
ま
し
た
。

再
検
討
会
議
の
準
備
委
員
会

議
長
に
１
５
４
万
人
分
の

「
核
兵
器
禁
止
署
名
」
を
届

け
た
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議

団
の
橋
本
銀
河
さ
ん
か
ら

「
ウ
ィ
ー
ン
で
は
原
爆
の
悲

惨
さ
を
伝
え
る
展
示
会
や
大

学
で
の
講
演
を
開
き
、
ど
の

会
場
で
も
み
な
さ
ん
関
心
を

も
っ
て
聞
い
て
く
れ
、
核
の

な
い
世
界
は
必
ず
実
現
で
き

る
と
実
感
し
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
力
を
合
わ
せ
て
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
青
年
が

平
和
を
考
え
行
動
し
よ
う
と
結
成

し
た
「Ring!Link!Zero

」
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
大
阪
や
岩
手
で
の

「
核
廃
絶
を
考
え
る
お
好
み
焼
き

会
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
、
同
時
刻
に
宣
伝
・
署
名
行
動

を
お
こ
な
う
岡
山
と
中
継
を
つ
な

ぎ
エ
ー
ル
を
交
換
し
ま
し
た
。

行
進
に
は
サ
ウ
ン
ド
カ
ー
も
登

場
。
沿
道
の
人
た
ち
に
「
核
兵
器

廃
絶
」
と
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
行
進
中

に
も
増
え
１
０
０
０
人
と
な
り
ま

し
た
。
国
民
大
行
進
は
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
が
開
か
れ
る
広
島
ま

で
続
き
ま
す
。

５
日
子
ど
も
の
日
、
42

年
ぶ
り
に
す
べ
て
の
原

発
稼
働
ゼ
ロ
に
な
り
、

全
国
各
地
で
原
発
ゼ
ロ
へ

の
集
会
・
パ
レ
ー
ド
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
▼
こ
の
願
い
に
背
を

向
け
、
野
田
政
権
は
大
飯
原
発
再

稼
働
へ
奔
走
。
電
力
業
界
も
原
発

埋
蔵
金
４
兆
８
千
億
円
を
抱
え
東

電
は
、
原
発
事
故
の
ツ
ケ
を
国
民

に
押
し
付
け
る
料
金
値
上
げ
を
申

請
、
従
業
員
の
夏
ボ
ー
ナ
ス
を
カ
ッ

ト
す
る
厚
か
ま
し
さ
で
す
。
「
原

発
を
遊
ば
せ
て
お
く
の
は
モ
ッ
タ

イ
ナ
イ
」
と
安
全
無
視
の
露
骨
な

利
潤
追
求
や
り
放
題
▼
僅
か
２
〜

３
％
の
放
射
性
物
質
放
出
で
も
タ

ケ
ノ
コ
や
シ
イ
タ
ケ
が
出
荷
で
き

な
い
現
状
な
の
に
、
６
日
、
茨
城
・

栃
木
に
甚
大
な
竜
巻
被
害
。
も
し

使
用
済
み
核
燃
料
で
水
素
爆
発
し

た
福
島
原
発
４
号
機
が
襲
わ
れ
た

ら
、
東
京
で
も
人
が
住
め
な
く
な

る
と
識
者
は
指
摘
し
ま
す
▼
１
億

円
余
の
原
発
マ
ネ
ー
が
原
子
力
安

全
委
員
会
や
保
安
院
の
メ
ン
バ
ー

24
人
に
寄
付
さ
れ
て
い
る
事
実
が

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
「
脱
原
発
依

存
」
を
唱
え
た
民
主
党
政
権
は
、

今
年
の
予
算
で
原
子
力
関
連
４
１

８
８
億
円
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
に
は
２
６
２
７
億
円
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
補
助
を
３
２
７
億
円
も

削
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
▼
国
民
の

命
と
暮
ら
し
の
危
機
が
迫
っ
て
き

て
い
る
時
、
20
兆
円
も
の
消
費
税

増
税
と
負
担
増
に
血
道
を
上
げ
て

い
る
野
田
内
閣
、
支
持
率
25
・
８

％
を
大
き
く
上
回
る
不
支
持
率
は

57
・
９
％
で
す
。
一
刻
も
早
く
退

陣
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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２
０
１
２
年
度
の
区
議
会

構
成
を
５
月
25
日
の
臨
時
本

会
議
で
決
め
ら
れ
る
の
に
先

立
ち
、
日
本
共
産
党
区
議
団

は
、
団
人
事
の
改
定
を
行
う

と
と
も
に
、
常
任
・
特
別
委

員
会
の
担
当
に
つ
い
て
も
改

定
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
区
議
会
の
委
員
会

審
議
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

放
射
能
汚
染
対
策
は
学
校
、

幼
稚
園
に
関
す
る
も
の
は
文

教
委
員
会
で
、
保
育
園
に
関

す
る
も
の
は
厚
生
委
員
会
で

な
ど
所
管
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ

に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

放
射
能
問
題
を
所
管
す
る
理

事
者
が
委
員
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
に
入
っ
て
い
な
い
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
議
会

構
成
の
組
み
換
え
を
機
に
、

放
射
能
汚
染
に
か
か
わ
る
全

理
事
者
出
席
の
も
と
、
防
災

特
別
委
員
会
で
一
括
審
議
し
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
各
所

管
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
が
ん
検
診
（
肺
、

胃
、
大
腸
、
子
宮
）
の
有
料

化
に
対
す
る
た
た
か
い
も
、

新
し
い
議
会
構
成
の
下
で
の

重
要
課
題
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
現
在
無
料
の

が
ん
検
診
の
有
料
化
す
れ
ば
、

受
診
率
の
さ
ら
な
る
低
下
と

発
見
の
遅
れ
を
招
く
こ
と
は

必
至
で
す
。

区
民
の
命
と
健
康
に
か
か

わ
る
改
悪
を
や
め
さ
せ
る
た

め
、
新
体
制
の
も
と
、
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。

区
議
団
の
主
な
役
職
。

団
長

菊
池

幸
江

幹
事
長

菅
谷

俊
一

副
幹
事
長

大
つ
き
か
お
り

政
調
会
長

正
保
み
き
お

区
議
会
常
任
・
特
別
委
員

会
の
担
当

▼
常
任
委
員
会

企
画
総
務

菅
谷

俊
一

厚
生

正
保
み
き
お

（
副
委
員
長
）

そ
え
や
良
夫

建
設

斉
藤

信
行

（
委
員
長
）

菊
池

幸
江

区
民
環
境

赤
羽
目
民
雄

文
教

大
つ
き
か
お
り

議
会
運
営

菅
谷

俊
一

大
つ
き
か
お
り

▼
特
別
委
員
会

清
掃
港
湾

斉
藤

信
行

大
つ
き
か
お
り

防
災

そ
え
や
良
夫

菅
谷

俊
一

ま
ち
づ
く
り
南
北
交
通

正
保
み
き
お

医
療
介
護

赤
羽
目
民
雄

（
副
委
員
長
）

菊
池

幸
江

４
月
28
日
午
後
東
陽
町
駅
頭
で

日
本
共
産
党
街
頭
演
説
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
斎
藤
信
行
区
議
の

司
会
で
あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
、
吉

良
よ
し
子
参
院
東
京
選
挙
区
予
定

候
補
、
吉
田
と
し
お
衆
院
15
区
予

定
候
補
、
宮
本
徹
東
京
比
例
区
予

定
候
補
が
日
本
共
産
党
の
政
策
と

そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
訴
え
ま
し
た
。

放
射
能
汚
染
対
策
＝

防
災
特
別
委
員
会
で
一
括
審
議
に

５
月
６
日
、
夢
の
島
第
五
福
竜
丸
展
示
館
前
で
、
国
民
平
和

大
行
進
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２０１２年 国民平和大行進

核兵器も原発もない世界を！

写真は、吉田年男15区予定候補

（上）とあぜ上三和子都議（左）



２
月
に
行
わ
れ
た
都
立
病
院
経

営
委
員
会
で
は
「
コ
ス
ト
削
減
」

「
収
益
力
の
強
化
」
を
挙
げ
、
今

で
さ
え
過
酷
な
労
働
と
な
っ
て
い

る
医
師
・
看
護
師
・
職

員
の
人
件
費
削
減
や
在

院
日
数
を
削
減
す
る
な

ど
「
命
お
き
ざ
り
」
の

経
営
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

宣
伝
行
動
の
中
で
は

「
そ
ん
な
話
（
独
立
行

政
法
人
化
）
が
あ
る
の

で
す
か
？
先
月
ま
で
墨

東
に
入
院
し
て
た
ん
で

す
。
大
事
な
病
院
だ
か

ら
今
ま
で
通
り
で
あ
っ

て
ほ
し
い
」
「
夜
間
や

休
日
に
お
世
話
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
不
採
算
医
療

と
い
っ
て
削
ら
れ
た
ら
、
困
る
方

が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
」

「
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
息
子
が

い
ま
す
が
、
主
治
医
が
墨
東
の
先

生
で
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
か

不
安
で
す
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
、

公
立
病
院
の
廃
止
や
統
合
な
ど
が

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
震
災
で
緊
急
患
者
を
受
け

入
れ
る
は
ず
の
病
院
や
ベ
ッ
ト
数

が
不
足
し
、
医
師
や
看
護
師
も
足

り
な
い
と
い
う
重
大
な
事
態
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

住
民
の
命
を
守
る
の
は
行
政
の

一
番
の
仕
事
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
女
性
部
の
鈴
・

お
な
べ
と
鳴
り
物
い
り
の
お
っ
ぺ
っ

け
節
。
「
歯
が
抜
け
た
、
髪
の
毛

抜
け
た
、
医
療
費
ア
ッ
プ
で
目
が

さ
め
た
」
こ
ん
な
風
刺
が
次
々
出

て
会
場
は
爆
笑
。

総
会
は
大
瀬
支
部
長
の
挨
拶
に

続
い
て
、
あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
が

「
年
金
べ
ら
し
に
介
護
・
医
療
保

険
値
上
げ
、
消
費
税
増
税
で
は
食

べ
て
行
け
ま
せ
ん
。
ご
一
緒
に
政

治
を
変
え
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く

挨
拶
。
続
い
て
菅
谷
区
議
、
民
商
・

土
建
、
社
保
協
代
表
な
ど
が
挨
拶
。

斎
藤
事
務
局
長
か
ら
活
動
報
告
、

社
会
保
障
大
改
悪
の
闘
い
を
通
し

て
年
金
者
組
合
を
大
き
く
し
ょ
う

と
の
12
年
度
活
動
方
針
を
提
案
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
吉
田
と

し
お
衆
議
院
15
区
予
定
候
補
も
駆

谷
口
は
る
み
委
員
長
は
「
30
人

学
級
が
実
現
し
て
い
る
学
級
で
は
、

一
人
ひ
と
り
に
眼
を
向
け
る
こ
と

が
で
き
、
支
援
が
必
要
な
子
へ
の

配
慮
が
し
や
す
い
学
級
が
実
現
。

画
期
的
な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
」

と
語
り
「
産
業
医
の
配
置
で
組
合

員
・
未
組
合
員
の
健
康
管
理
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
成
果

を
報
告
。

一
方
で
、
都
教
委
が｢

公
務
改

善｣

と
称
し
て
「
経
営
支
援
部
」

を
設
置
し
、
校
内
の
他
の
職
員
に

副
校
長
の
業
務
の
一
部
を
請
け
負

わ
せ
た
り
、
江
東
区
と
武
蔵
村
山

市
で
「
公
立
小
中
学
校
事
務
の
共

同
実
施
」
の
モ
デ
ル
を
行
い
、
そ

の
仕
事
内
容
が
大
き
く
変
え
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
、
学
校
事
務
職

員
を
な
く
す
な
ど
狙
い
が
あ
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１２年 ５月号 №９１ －２－

江
東
年
金
者
組
合
第
17
回
定
期
大
会

平
和
で
こ
そ
文
化
・
福
祉
の
花
が
咲
く

深川村や猟師町、元木場町などの発展に大

いに役だったのは、隅田川の新大橋と永代橋

です。

新大橋は、千住大橋（1594年）、両国橋

（1659年）につぐ隅田川第三番目の橋で、日

本橋浜町から深川六間堀の間にかけられた橋

です。浜町の水戸藩河端屋敷内の乙が渕とい

う大池を埋め立てて橋台をつくり、深川側は

幕府御用船安宅丸の繋留地に橋台をつくりま

した。白子屋伊右衛門が工事を請負い、1693

年（元禄6年）10月から52日間、12月8日に完

成しました。

当時の新大橋は現在より下手の新大橋3丁

目にかかっており、このあたりには大橋と呼

ばれていたのは両国橋しかなかったので、新

大橋とよばれていました。この近くに住んで

いた芭蕉は、橋が完成した時、「有がたやい

ただひいて踏はしの霜」と詠みました。

永代橋が第四番目の橋として新川から佐賀

町にかけられたのは、1698年です。上野寛永

寺の根本中堂を建てた余材をつかって、普請

奉行伊奈平左衛門忠順が、今の永代橋よりや

や上流、当時の永代島にかけられたので橋の

名になりました。長さ百十間（約200メート

ル）で江戸第一の大橋、橋の高さも満潮時に

下を船が通れるようにした虹型の橋でした。

橋の維持や修理には大きな費用がかかるの

で幕府は何度も廃止を考えたが、そのつど、

町人に反対されたので、町人維持の橋として

残されました。東西の橋詰に橋番屋がおかれ

侍を除き、一人2文の橋銭をとり、橋のたも

とに床店をおき、地代をとったりして橋の管

理費にあてました。

1807年8月19日、深川富岡八幡宮の祭礼の

時、永代橋が中央から崩落し、千人超の死者

をだした事件は有名です。江戸時代に島送り

にされた流人は、この永代橋と小名木川の万

年橋のたもとから送りだされました。

概説

（10）

５
月
13
日
、
「
墨
東
病
院
を

都
直
営
で
存
続
さ
せ
る
会
」
は
、

亀
戸
十
三
間
通
り
商
店
街
で
、

宣
伝
・
署
名
行
動
を
行
い
20
人

が
参
加
。
２
３
０
筆
の
署
名
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
13
日
、
全
日
本
年
金
者
組
合
・
江
東
支
部
第
17
回
定
期
大
会

が
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

独立行政法人化を許さず「江戸時代の橋」

第
67
回
都
教
組
江
東
支
部
・
女
性
部
定
期
大
会

ど
の
子
も
大
切
に
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を

挨拶する大瀬支部長

歌
川
広
重
「
大
橋
あ
た
け
の
夕
立
」

５
月
16
日
、
第
67
回
都
教
組
江
東
支
部
・
女
性
部
定
期
大
会

が
江
東
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

け
つ
け
、
総
選
挙
で
の
日
本
共

産
党
の
躍
進
・
勝
利
を
訴
え
ま

し
た
。

行
事
日
程

○
６
月
９
日
（
土
）
「
現
在
と
未

来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
」

さ
よ
な
ら
原
発
・
江
東

18
時
〜
、
産
業
会
館

「
江
東
健
康
友
の
会
総
会
」

13
時
30
分
〜
、
産
業
会
館

○
６
月
10
日
（
日
）
「
江
東
民
主

商
工
会
第
67
回
定
期
大
会
」

10
時
30
分
〜
、
総
合
区
民
セ
ン

タ
ー

「
東
京
土
建

江
東
支
部
住
宅

デ
ー
」

10
時
〜
、
区
内
16
箇
所
の
公
園

○
６
月
13
日
（
水
）
「
花
咲
き
デ

モ
」
12
時
〜
、
東
陽
公
園

○
６
月
22
日
（
金
）
「
都
教
組
江

東
支
部
教
研
集
会
」

16
時
〜
、
江
東
区
民
セ
ン
タ
ー

こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
署

名
は
、
８
０
０
０
筆
を
超
え

ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
署
名

は
、
都
立
病
院
経
営
委
員
会

か
ら
今
後
の
都
立
病
院
の
方

向
性
が
報
告
さ
れ
る
６
月
都

議
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

報告をする谷口はるみ委員長

訴えをするあぜ上三和子都議と
吉田としお衆議院15区予定候補




